
幽 石狩浜の自然

希少種キタホウネンエビの

生息する融雪プール

守屋 開

キタホウネンエビは、北海道では石狩海岸平野の石狩湾沿岸に平行に広がる幅lkm程 度の防風保安

林内の融雪プールにのみ生息 している。石狩海岸平野は、約6,000年 前の縄文海進の後に離水 し、約

4,000年 前以降に融雪プールが形成するようになった。融雪プールは弱酸性の一時的な水たまりであ

り、水の存続期間が長いときでも夏には干上がる。

キタホウネンエビは低水温期に出現する北方系の大型の動物プランク トンであ り、購化 してか ら約

40～50日 で成体 まで成長 し、乾燥や高 ・低温に耐える卵 を産む。耐久卵は少な くとも数年間は休眠す

ることが可能であり、鰐化する能力がある。夏の高水温時に、湛水 してもキタホウネンエビは出現 し

ない。同様な生態を持つプランク トンの分布から類推すると、キタホウネンエビも水鳥の渡 りによっ

て北方か ら移動 した可能性があることを調べ る必要がある。生息域が極端に狭められている生物の保

護には、流域全体の生息環境を保全する必要があ り、子孫へ 自然 という財産 を受け渡す義務がある。

鞭 キタホウネンエビ生息地域の成立
キタホウネンエ ビは甲殻綱無 甲目、 つま り、エ

ビやカニ のよ うな甲殻類 の うち、殻 を持た ない原

始 的なグル ープに属 してい るホウネンエ ビ類の1

種 であ り、Fairyshrimp(妖 精の ようなエ ビ)と

呼ばれる。熱帯魚の稚 魚の餌 にす るブラインシュ

リンプは、同 じ無 甲目の シーモ ンキー と呼 ばれ る

アルテ ミアの幼生であ る。 キタホウネンェ ビは、

体 の一部 に青や赤色な どを呈 する部位が あるが全

体 的には榿色で、腹部 を上 に して11対 の肢で遊泳

す る体長1.5～2cmの 大型 の動 物 プ ラ ンク トン

である。遊泳速度 はゆ っ くりしているので、魚類

な どが生息 して いると直 ぐに捕食 され てしまう。

今 回紹介す るキタホ ウネ ンエ ビの生息地域 は、

札幌市北方15kmの 石狩湾新港東付近 であ り、春

先 だけに形成 され る融雪 プールが舞台 となってい

る。 カシワ林内 を闇雲に探 して も水が溜 まるとこ

ろを特定す るの は難 しい。 そ こで、融雪 プール を

見つけるために、石狩海岸付近を撮影 した航空写

真 を利用 して立体視 し、大 きな窪地を探して融雪

プールの候補地 とした。実際にカシワ林に入 り、

現地調査を行い前もって場所を確定 しておいた。

雪解けの3月 下旬から毎 日候補地の雪を何ヶ所 も

掘 り、水が溜まっているか調べた。水の溜まらな

い場所 もあったが、何 日も調査を繰 り返し、やっ

と水が溜まっている場所 を発見 した時には、感激

したことを思い出す。 この地域には、石狩湾沿岸

に平行に広がる写真1の ような防風保安林内に、

帯状の細長い融雪プールが多数形成される。

調査地域 は、石狩低地帯(注1)の北西端 に位置す

る石狩海岸平野の一部であ り、砂質地形で海岸側
ばんなぐう

か ら石狩砂丘地帯 、花 畔 砂堤列地帯が続 き、紅葉

山砂丘地帯 までの範 囲であ る。上杉 ・遠藤(1973)

に よる と、 この石狩砂丘地帯 は現在の海岸線 に平

行 に幅約500mで 走 ってい る。砂丘列 は6～7列

で、海岸側の3列 は主にハ マナスに覆われてい る。

内陸側 の3～4列 はカ シワ林 とササ に覆われてい

注1石 狩低地帯:日 本海の石狩海岸から太平洋の苫小牧海岸にいたる最大幅30kmほ どの低地帯。日本海と太平洋の

分水点は千歳空港付近の標高約25m。 氷期 と間氷期の海水面の変動により、石狩低地帯は陸になったり、海になっ
たりした。地質構造 ・地形では中央北海道と西南北海道を分ける主要な境界である。

46



写真1石 狩新港東付近のカシワ林

る。石狩砂丘 は全層が細～ 中粒砂層 よ り構成 され、

上部黒土層 によって上下 に2分 され る。上部砂層

は海岸側3列 とほぼ一致 し、現在 の海岸線 に対応

す る風成砂で ある。下部砂層 は内陸側3～4列 に

あた り、風成砂 を主 としてい る。砂丘 の標高 は、

海岸線 か ら100～200mの 地 点で約10mに 達 し、

最 も高 い。 それ よ り内陸側 では多少 の起伏 はある

が、標高 は5m前 後のなだ らかな凹凸 の地形が続

く。 この石狩砂丘地帯の内陸側 に続 く花畔砂堤列

地帯 は幅3～4kmあ り、おのおの幅50～100m、

比 高1～2mの20条 を超 える砂堤列 と砂堤 問低

地 の繰 り返 しか ら成 ってい る。 また、標高 は石狩

砂丘地帯 と同様 に5～6mで ある。花畔砂堤列地

帯 をつ くる堆積 物 は、縄文 海進 の極 相 期 の3～

4mの 海面 高度 の もとで浅海底 に堆積 し、縄文中

期(約4,000年 前)以 後、次々 と離水 して陸化 し

固定 したので、風成砂の堆積 はほとん どみ られ な

い。厚い ところで も1～2mで ある。石狩砂丘 は、

この後 形成 され、離水 したの は約1,000年 前 と思

われ る。

以上の ことよ り、 図1に 示 した融雪プール1～

5の 位置関係 か ら、 プール1は 石狩砂丘上部砂層

の低地 にで きた ものであ り、 プール2と3は 石狩

砂丘下部風成砂 か らなる砂堤問低地 にで きた もの

で ある。なお、プール4と5は 花畔砂堤列地帯 の

砂堤問低地 に形成 された もので ある。プール1が

最 も新 し く、プール2と3は 形 成 さ れ て か ら

1,000年 は経 ていない。プール4と5は 最 も古 く、

約4,000年 前か ら毎 年春季 に水域 に化 したのであ

ろ う。そのような砂堤 間低地 に も植生が入 り込み、

現在 のよ うな植生や土壌 になったのは、長い時間

がかかったで あろう。 また、 それ らの環境 に対 し

て水生 生物 が侵入 して、種構 成 が現在 の状 態 に

なったのは、 そう遠い昔 ではない。
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調査地域の融雪プールの位置(上)と 地形断面

および植生分布(下)(守 屋,1979よ り)。A=

裸地、B=ハ マナス優占、C=カ シワ・ササ属

優占、D=ブ タナ・メマツヨイグサ優占、E=

イタヤカエデ・ササ属優占。下図の数字は1978

年1月21日 における雪中の塩素濃度(mg/1)

を表す。

瀞 蟷 プールの形成
北海道 では、冬期間 に多 くの雪 が積 もる。 この

積 雪 とい う現象 は、 自然のダムに相 当する働 きが

ある。春先 には 日射量が増 え、気温が上が り、降

雨 もあ り、一挙 に雪が解 ける時期 があ る。丁度、

満水のダムか ら放水 し始 めるの と同様 に、流域 を

酒養す ることになる。 そして、カ シワ林 内の窪地

に、雪解 け水 に洒養 された融雪プールが多数で き

る。毎年、 この様 な事が繰 り返 され るのである。

石狩地方の最深積雪 は、1988年 ～2010年 の平均で

は100cmを 超 えてい る。2010年 の雪解 けの様子

は、詳 し く調査 した1977年 と変 らない状況 であっ

た。写真2～7に 示す ように、季節の移 り変 わ り

に したが って湛水 した状態か ら徐 々 に干上 がって

い く。

石狩で は、3月 の昇温時 よ り積雪量 は直線 的に

減少 し、4月 の上旬 には消雪 した(図2)。 調査地

域 で積雪 を実測 した結果、1977年3月 上旬 で は、

最 高150cmを 記録 していた。 いずれ にせ よ、約

150cmの 積 雪が、ほぼ1ヶ 月間で全量解 けて しま

うのであるか ら、水量 も多量 となる。 それ に加 え

て、調査地一帯 は起伏 が緩 やかであ り、小河川 も

無 いので融雪水の行 き場所 は、地下浸透 と蒸発 と

若干 の蒸散 というこ とにな る。 これ らの損失量 よ

りも融雪 による酒養量 の方が多いので水域が出現
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写真2プ ール4に おける積雪の

様子。プール4の 位置 は

図1参 照。

写真5満 水時のプール4

写真3プ ール4の 底土。水は溜

まっていない

写真6減 水期のプール4

写真4 プール4。 積雪下で水た

まり形成

写真7干 上がる頃のプール4
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図21976年10月 ～1977年8月 の 気 温 と積 雪 量 の

推 移(守 屋,1979よ り)

する ことにな る。 また、融雪 プール は集水域 の最

も低所 にあ るため、付近か ら融雪水 が流入 して く

る。 その集水域 の大小や窪地の深 さ、融雪速度や

融雪期間の長短 に より、大小 さまざまな一一時的 な

水た ま りが石狩海岸平野一帯 に多数形成 される。

なお、集 中豪雨 や台風 に伴 う降雨で は、一時的 な

水た ま りが形成 され るこ とは殆 ん どない。調査地

域 の うち、一番深 くなる水た ま りにおいて も、1977

年か らは少 な くとも2回 しか経験 していない。1

回 は、1981年8月 の集中豪雨 によ り、一時的 な水

た ま りが再度形成 された。もう1回 は、2010年 に

融雪プールが干上が った数 日後 に、豪雨が度重な

り再度湛水 し、年 を越 した2011年1月 で も氷の下

でプールが存続す る とい う今 まで前例 のない現象

が起 こっている。 この地域 の平均的 な気候であれ

ば、一時的 な水た ま りが形成 されるのは、春季の

みで初夏 には干上が る。

欝 水環境と水生生物
単細胞生物や多細胞 で も体積 の小 さい生物 は、

水 中生活 をしてい る種類 が多 く、 プランク トンが

これに相当す る。比熱 の大 きい水 中は、温度変化

が小 さ く、化学反応速度 において も一一定の速度 を

保 つ ことが出来 るので、生命活動が安定化 し、無

駄 なエ ネルギーの損失が ない ことにな る。結果 的

に、生息環境 が良好 とい うことで、細胞 を増 やす

ことや個体 数 を増大 させ る ことに繋が る。

一般 的 に、水生 生物 に影響 を及 ぼす要 因 は水

温 ・pH(水 素 イオ ン濃度)・ 塩分濃度 であ り、 キタ

ホウネ ンエ ビの生息 する融雪 プール において も、

この ような環境要因 を調査 した。図3は 各 プール

にお ける水温 ・pH・ 電気伝導度の変化 を表 してい

る(守 屋,1979)。

3.1水 温 とプランク トン

水 温 とプラ ンク トンの分布 は密 接 な関係 が あ

る。 日本 においては大別 して、北 方系、 シベ リア

やアラスカな どの冷水好性種 と南方系、熱帯ア ジ

アの温水好性種が生息 してお り、石狩海岸の融雪

プールに も様々 な種類 が生 息 している。

融雪 プール2、5の ような小 さな水た ま りで は、

水温 の変動幅 は大 き く、気温 によって10℃ 前後左

右 され る(図3A)。 この ような水体 には、温度変
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化 に強 いプ ランク トンが出現す るこ とが期待 され

る。プール1、3、4の よ うな大 きなプールでは、

水温の変化量 は小 さい。

プラ ンク トンの調査 は毎週1回 定量 採集 を行

い、 プランク トンネ ッ トで濾過 し、サ ンプルをア

ル コールや中性 ホルマ リンで保存 し、出現 プラン

ク トンの種類 を調べた。図4は プール4と5に 出

現す るプラ ンク トンの種構成 であ る(守 屋,1979)。

プ ランク トン種 は融 雪 プール初 期 の水温100C

以下 での優 占種(個 体 数が多 く、群集 を代表す る

種)と 、15。C前 後で出現 す る種、200Cを 超 えてか

ら出現 する種 な ど様 々であ る。各 プール ともヒル

ガタ ワムシの一種 ロタ リア ・ロタ トリア(1ぞo孟α磁

70観o磁 、以後、ロタ トリア と記述)は 、融雪プー

ル形成初期(4月 上旬)の 低水温時 に出現す る優

占種 であるが、20℃ 前後 で も出現 している。北 方

系で ある ヒゲ ナガ ケ ン ミジン コの1種 の ノル ド

デ ィアプ トムス ・ア ラスカエ ンシス(Noz40漉 α一

ヵ'o〃z%sα嬬 忽6η諮 、以後、アラスカエ ンシス と記

述)は 、4月 上旬のプール初期 か ら出現 し、水温

0～20℃ 問 に成長 し、成体 の大 きさは約1.5mm

にな り、耐久卵 を産む1化 性(1年 に1世 代)の

種 であろ う。 キタホ ウネ ンエ ビは、成体の大 きさ

は1.5～2cm程 度 であ り、アラスカエ ンシス と出

現時期が一・致 してい ることな どか ら本州 に生息 し

ているホウネ ンエ ビと異 な り、冷水好性種 であ る。

以上2種 は低水温時に優 占する。 ミジンコの1種

であるダフニア ・ピュレ ックス(D砂 加 勿勿1εκ、

以後、 ピュレックス と記述)は 、10～15。Cに な る

と出現 して くる温帯 に広 く分布す るプランク トン

である。その後、初夏の水温約25～30℃ には、全

個体が消失す る。 その間 に、耐久卵 を甲殻 に付 け

た雌が大群 をな して遊泳 している時期 があ り、 そ

の ときの水 温 は18℃ 前後 であった。ピュレツクス

と同様 の時期 に出現す るのは、ネ コゼ ミジ ンコ ・

マル ミジンコ ・タマカイエ ビの種類 であ り、水温

15.C前 後 の時である。水温 が200Cを 超 えてか ら出

現 して くるものでは、 ツキガタ ワム シ ・ツキガ タ

エナガ ワムシ ・ヘ リックフクロワム シの3種 が特

徴 的であ る。 なお、水野 ・戸 田(1964)に よる と、

ピュレツクスの生存範囲の上 限は25～28.C、 下限

は0。C以 下 で あ り、増 殖 可能 な好 適 範 囲 は0～

200Cで ある。調査 プールの ピュレックス も同様 の

傾 向を示 した。 また、2010年 には、融雪 プール は

夏 に1回 干上が ったが、連 日の大雨の影響で、冬

季 まで水が溜 ま り、12月 には積雪下 において も、

氷 の下で水がず っと溜 まった まま年 を越 した。 こ

の氷 を割 って、プ ランク トン採集 をす るのであ る

が、水 は卵 の腐 った ような特有の臭いがあ り、酸

素濃度が低 下 している と思われ る。プ ランク トン

を採集 した ところ、 フサ カ幼虫や止水性 のカゲロ

ウ幼虫 に伴 って、 ピュレ ックス も成体 で遊泳 して

い るのが採集 された。採集 された ピュレックスは

赤色であ り、ヘモグロビンを多量 に含 み、低酸素

に適 応 して い た と思 わ れ る。 この時 の水 温 は

0.5℃ であった。

3.2pHと プランク トン

日本 の湖沼 はpH6～8の 中性付近が多 い。火山

性 の湖沼で は、無機酸 の流入 に よりpH2～3と い

う強酸性 の場合があ る(田 中,1992)。 調査地域 の
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図41977年4月 上 旬 ～7月 中 旬 に か けて プ ー ル4、

り)の 推 移(守 屋,1979よ り)

ノヨ 　り 　ク ィ アノ ノお 　ヨ　　 　ヨ げ ノさ

ノψPOOt5Aρ ガ'阿 妙

一
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5に 出 現 す る プ ラ ン ク トン の種 組 成 と個 体 数(11当 た

融雪プールは腐植栄養型湖沼 に類似 した環境 を持

ち、pH6前 後の弱酸性 を呈 する(図3B)。 水色 は

褐色であ る。水体が大 きいプールは、pHの 日によ

る変動 は小 さいが、水体 の小 さいプールは、降水

や水生生物 の活動 に よるpHの 変動が大 きい。

鈴木(1975)は 、ツキガタワム シ ・ツキガタエ

ナガワム シ ・トゲ ヒルガタワムシ ・ロタ トリア ・

マル ミジンコなどは酸性水域 に多数出現す る種 で

ある と報告 してい る。調査地域 のプール は、 この

ような指標種が多 く出現 す ることか らも、毎年 同

じような酸 性水域の形成 が繰 り返 されてい ること

を反映 しているのであ ろう。 ネズ ミワム シ属7羅

o勿6676αspp.は 、pH6程 度 に多数 出現す る種 で

あ り、調 査地域の融雪 プールで もpH6前 後 の時

に多数出現 し、小 さい プールで優 占する ことが分

か った。pH5.5以 下 には出現 しないナガ ミツウデ

ワムシやヘ リックフクロ ワム シは、pHの 低 い と

きには出現せず、pH7前 後で少数出現 している。

キタホウネ ンエ ビとアラスカエ ンシス は、pH6程

度 の弱酸性 で出現 している。

3.3塩 分濃度とプランク トン

海岸地域で は、風送塩 に より塩分濃度の高い水

域 が形成 され るこ とがあ る。汽水性種(海 水 と淡

水 の混 ざった ところに生 息す る種)で も、塩分濃

度 が高 くなる と、栄養が汽水環境 に適応す る1要

因 となって いる(RippingaleandHodgkin,

1977)。 塩分濃度が高 くなるにつれて、その水域 に

生存 で きる陸水性生物の種類 数は減少す る。融雪

プールの形成初期で は、 プール2、4、5で は、

塩素量 に換算 する と17mg/1で ある(図3C)。 小

さなプールで塩素量の変動が大 きいのは、蒸発や

降水な どの気象 に左右 されやすいか らである。各

プール ともプール の終期が近 くな ると、塩素量が

増加す る(70～110mg/1)傾 向 にあ る。 プール1

だ けは形成初期 か ら塩素量 は70～100mg/1と 多

く、 その後 も徐 々に増加 した。プール1は 最 も海

岸側 に形成 され るプールで あ り、風送塩 の量が他

のプール よ り多 くもた らされ、塩 分 濃度 が他 の

プール の2～3倍 と高 くなるので あろう。各 プー

ル とも海岸 に近いので、積雪 の塩分濃度の分布 だ

けか らみて も風送塩 の影響 を多少 は受 けてい るも

の と思われ る。各プール とも汽水 に相当す るまで

の塩分濃度で はな く、淡水～低塩水 の水域であ る。

今 までの調査で は、プール1か らキタホウネ ンエ

ビが報告 されてい ないが、筆者 の後 日における調

査 により、 キタホウネ ンエ ビの生息が確認 され、

低塩水 のプールで もキタホウネ ンェ ビの生息 に影

響 を及ぼ さない ことが分か った。プール4に は、

ベニ ヒルガタ ワムシが出現 した。 この種 は塩分濃

度の高い水域(5～20%。)に も出現 す る種 である

(鈴木,1975)が 、 この1種 か ら塩 分濃度 について

考察す るこ とには、無理があ ると思われ る。他 に、

塩分濃度の指標 とな るような種類 は出現 していな

いo

3.4水 の存続期間とプランクトン

本調査地域の融雪プールは一時的な水域であ

り、出現するほぼ全ての種 において、乾燥に耐え

る能力があると思われる。

アラスカエンシスとキタホウネンエビなど甲殻

類の多 くは、耐久卵を産むまでの十分な湛水期間
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図5プ ール1～5に おける水存続期間 と累積種類

数の関係(守 屋,1979よ り)

が必要であ る。 これ は、 ワム シ類 のあ る種 の よう

に、成 体 で も乾 燥 に耐 え うる適 応 の しかた と異

なってい る。 図5に 調査地域 でのプール存続期間

と水生生物 の累積種類数 との関係 を表 す(守 屋,

1979)。水存続期間 と水生生物 の問には比例関係が

あ ると判 断で きる。 プール2～5は 、 ほぼ同 じ傾

きであ る。 プール1だ けは、累積種類数が あま り

増加せ ず、傾 きが小 さい。 これは、前述 の塩分濃

度 と関係が ある と思われ、ナ トリウムの排出 にエ

ネルギーが使われて、成長 に回すエ ネルギー量が

減 るのであろ う。つ ま り、生存 しに くい環境 とな

るので、生息種 数があ ま り増 えない と思われ る。

プールの干上が った後 の底土が夏季 に どの程度

まで昇温す るか は、 日射 の影響が最 も大 きいであ

ろ う。 日射 のあ る時 に調査 した ところ、地上150

cmの 気温が26。Cの 時、植生で覆われ た地表 は、

32。Cと なっていた。一一方、裸地化 した底 土 は、同

時刻 に41.5℃ を示 した。プール中 に生息 していた

プランク トンは各耐久可能 な時期で乾燥後 の高温

に耐 える。 強い 日差 しの下で は、裸地化 していれ

ば50℃ を超 えるこ ともあ ろうと思われ る。夏季 の

高温 と同時に、耐久卵 は初冬期 の凍結 に も耐 えな

けれ ばな らない。初冬 に地表の最低温度 を計測 し

た結果、地表 面 は一9。Cまで下 が った。耐久卵 は

一10℃ 以下 の低温 に十分耐 えることが で きる と思

われ る。 このよ うな乾燥 や高温 ・低温 のいずれか、

または、幾 つかの時期 を経 な ければキタホウネ ン

ェ ビやアラスカエ ンシスの耐久卵が艀化 しない と

か、発生が進 まないな ど、プラ ンク トンの種類 や

個体 によって反応が異な ると思われ る。

3.5乾 燥 ・低 温処理後の加水実験

プランク トンは、水域 の乾燥 による環境 変化、

特 に温度や水分 の条件 の変化 に対 して どの ように

対処 してい るのであろ うか。水 を加 えた シャー レ

にロタ トリア を入 れ、室温 で数 日放置 してお き、

その行動 を観 察 した ところ、水量が減少す る間に、

自 ら粘液性 の 白色 のシス ト(体 表 に厚い膜 を分泌

し、休止状 態 に入 った もの)を 形成 し、 シャー レ

底 に付着す る。 シス トを形成す るこ とによ り、体

中の水分漏 出 をふせ ぎ、 その間 は休眠 し、乾燥 に

耐 えるのであ ろう。 この行動 を起 こす引金 につい

てははっき り分 かっていないが、水量の減少 に よ

る運動量の低 下、 また、水分蒸発 による化学物質

の急激な高濃度化 な どの原因が考 えられ る。 とに

か く、 ロタ トリアは成体で も容易 に乾燥 に耐 える

ことがで きる。Daborn(1976)は 、キタホウネ ン

エ ビ と同 じ無 甲 目のE%加 朋 碗φπsろ観 め疹は、

ノー プ リウス幼生(原 始的 な甲殻類 の艀化直後 の

幼生形で1個 の眼 と3対 の付属肢 があ る)が 採集

されず、メタノープ リウス期(ノ ープ リウスの変

態後腹部 が分 化 した 甲殻 類共 通 の第2期 浮遊 幼

生)の 幼生 か ら遊泳 していることを確認 している。

ア ラスカエ ンシスは、融雪 プール形成初期 にノー

プ リウス幼生 で出現 して くるので、乾燥時 には発

生が止 まり、卵 の状態で耐 えてい るのであろう。

この ように、種 類によって乾燥 に耐 える時期が異

な っているので、各種 の生活史 を追跡 し、 これ ら

の点 を研究す る必要性 があ る。

キタホウネンエ ビやア ラスカエ ンシスが遊泳す

るか も知れ ない と期待 し、融雪 プールの底土 を採

集 して低温等の処理後 に加水 し、水生生物 の出現

を確認 した。 プール存続期 間の長 い底土で は、水

生生物 の種類 数が多 く、水存続期間の短い底土 は、

原生動物が主であ り、ワムシ類 は少 なか った。原

生動物の内で も体長 の大小 を比較す る と、底土 の

上部か ら大型 の種 が出現 し、下部で は小型 の種 で
ふるい

あった。 この ことか ら、土壌が節の役割 を果 た し

ているこ とが分 かった。残念 なが らア ラスカエ ン

シスやキタホ ウネ ンエ ビは発生 しなかった。 しか

し、ア ラスカエ ンシスの耐久卵 も原生動物 ほ ど小

さ くないので、土壌上部 に存在 し、キタホウネン

ェ ビの耐久卵 は大型 なので、一番表層 に多 く存在

す ると思 われる。

弼 キタホウネンエビの生態
図6は キタホウネ ンエ ビの模式 図である(守 屋,

1994)。 守屋(1979)に よると、 キタホウネ ンエ ビ

は約40日 で艀化後 の1世 代 をお くる1化 性 のプ

ラ ンク トンで あ り、高 ・低温や乾燥 に耐 える直径

450～500μmの 耐久卵 を産 む。 また、 アラスカエ

ンシス も同様 に、艀化後の生存期 間は、約40日 で

ある としてい る。Moriya(1985)で は、今 まで報
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告 のなか ったキタホウネ ンエ ビの雌の記載 を扱 う

とともに、キタホウネンエ ビの成長 は早 く、卵 か

ら成体 まで約50日 かか り、雌 は耐久卵 を産 み死滅

す る としてい る。 プール によって は、水温 な どの

環境条件が違 い、遅 くまで成体が生 き残 っている

ところがあ る。個体 に よって成長速 度 も異 な り、

約40～50日 で艀化 してか ら成体 まで成長 し、産卵

す る ことにな る。Moriya(1985)で 示 した図7の

よ うに、キタホウネ ンエ ビは、融雪プールが出来

る とす ぐに、幼生 が泳 ぎだ して成長 し、エ ゾヤマ

(A)
(a)

1cm

1cm

(b) (c)

(B)
(a)(b)(c)

図6キ タ ホ ウネ ン エ ビの 成 体(守 屋,1994よ り)。

(A)は 雄 、(B)は 雌 、(a)・(b)・(c)は それ ぞ

れ 背 側 ・腹 側 ・横 側

ザ クラの花が咲 く頃か ら八重桜が咲 く頃 までの問

に成熟 し、耐久卵 を産 む。産卵す る頃の融雪 プー

ル の水温 は、約20.Cで あ る。五十嵐(2007)は 、

キタホウネンエ ビの幼生 は1日 あた り約0.7mm

の速度で成 長 し、約2週 間で体長が10mmと なっ

て雌雄の区別 がつ くようになる、更 に、その後 は

1日 あた り約0.3mmの 速度で成長 しなが ら、1

週間程度でメス個体 は抱卵 を開始 し、2週 間程度

産卵 を続 けて死滅 した、と報告 している。五十嵐 ・

三上(1999)は 水質 との関係 を調べ、融雪プール

の溶存酸素 は11.5～70.4%で あったが、11.5%と

低 い時で もキタホウネ ンエ ビの遊泳行 動 に異常 は

み られ なか った、 またキタホウネンエ ビは比較 的

貧酸素環境 に強い もの と考 え られ るが、 どの程度

の貧酸素 までの耐久性 を もつか は不明であ るとし

ている。

耐久卵 について、守屋(1994)は 、地下水位 の

低下 に伴 って、 ほんの短期間 しか水が溜 まらない

ようになって しまったプール に も、毎年キタホウ

ネ ンエ ビは発生す るが、親 になる前 にプールが干

上が ってしまう、 この ことか らも、耐久卵 は少な

くとも数年間 は休眠す ることが可能で あ り、艀化

する能力 を備 えてい ることになる としてい る。な

お、1981年8月 の集中豪雨の ときには、一時的な

水 た まりが再度形成 されたのであるが、高水温の

ためか、 キタホウネ ンエ ビは幼生 を出す ことはな

かった。また、2010年 夏 にもプールが再度形成 さ

れたが、 キタホウネ ンエ ビは出現 していない。常

温 に よる加水実験で キタホ ウネ ンエ ビが 出現 しな

かった ことを裏付 ける結果か もしれない。 また、

五十嵐(2010)に よる と、あ る融雪 プール の水が

干上 がった地表 において は、1m2あ た り少 な くと

も300個 以上 の卵が あ り、春の融雪 プール に泳 ぐ

キタホ ウネ ンエ ビの個体数 は、年に よって異 なる

ものの、おおむね1m2あ た り数個体 か ら数十個体

150

　　　

5
藁
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.938・

耐久卵 鰐化 幼生 成体

積雪の深さ 融雪プールの
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キ タ ホ ウ ネ ン エ ビ の4月 か ら7月 に か け て の 生 活 史 概 念 図

(Moriya,1985よ り)
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である。つ ま り、水 が干上 がった融雪 プールの地

表 にあ る卵 の うち1年 に艀化 す るの は数%程 度

で、艀化 しなか った卵 の中には翌年以降 に艀化 す

る能力 を持 った ものが含 まれているこ とにな ると

報告 してい る。 この ようにキタホウネ ンエ ビの耐

久卵 は、簡 単 には艀化 しないよ うで ある。

まだ、耐久卵 の特性や艀化か ら成体 にな るまで

の生活史 において不 明な点が多いので、今後 とも、

キタホウネ ンェ ビの生態 を詳 し く調べ る必要 があ

る。

翻 キタホウネンエビの侵入経路
キタホウネ ンエ ビは、北海 道で は石狩海岸平野

のみ に生 息 しているプランク トンである。青森県

むつ市 の数m四 方の水 た ま りに も生 息 してい る

が、石狩 のカシワ林内 にお ける融雪 プール の数や

面積 は、 そ ことは問題 にな らないほ ど多 く、生息

地域 は広 い。道 内の他の地域 にキタホウネンエ ビ

やアラスカエ ンシスが生 息 していないか、一時的

な水 た ま りや魚の いない小 さなプール を200ヶ 所

あ まり調べたが、 まだ、 どこか らも発見 されてい

ない。 このように、北海道 の中で も石狩だ けに隔

離 され て分布 してい る。 また、 キタホウネ ンエ ビ

は現在 の ところ世界 の どこか らも報告 されていな

いので、 日本 固有 の種 とい うことにな るが、今後

の知見 を待 ちたい。石狩 の融雪 プール を調査 して

い る と、水面 か ら慌 て てカ モが飛 び立 つ こ とが

度々 ある。遠 い北方 の地か ら、 はるぼ るハ クチ ョ

ウやカモ類 な どの空飛ぶ乗 り物 に乗 って、 キタホ

ウネ ンエ ビの耐久卵が石狩海岸 平野 に もた らされ

た可能性 は否定 できない。元 にな る生息地が、 ま

だ、知 られていないだ けで、人 の寄 り付 かない と

ころでひっそ りと、毎年春 を待 っている仲間がい

るのか も知れ ない。 そこで、ハ クチ ョウや カモ類

な ど水鳥 の渡 りを調べ る必 要が出て くる。吉井 ・

叶 内(1979)は 、マガモの;標識鳥 のシベ リア にお

ける回収地の分布 はオナガガモや その他 に比 べ、

やや西寄 りの傾 向 を示す としている。 また、 コガ

モのコース は、 シベ リアの東寄 りか らカムチ ャッ

カ方向であ る。オナガガモは、 アメ リカ中南部 か

らアラスカやカムチャ ッカか らシベ リアな ど広範

囲 に渡 ってい る(吉 井 ・叶 内1979)。 この ように、

キタホウネ ンェ ビの元 になる種 はシベ リアか ら北

アメ リカの水 た まりを経 由して石狩 に入 り込 み、

現在 の生息地 で適応 したのか も知 れない。つ まり、

キタホウネ ンエ ビの生態か ら考 えて も、 アラスカ

や シベ リア～ カムチ ャッカあた りか らハ クチ ョウ

やカモ類 の渡 りによって、土 の表面や水面 に浮い

た耐久卵が水鳥の階 ・水掻 き ・羽毛 に付着 した り、

耐久卵が未消化状 態で糞 の中に含 まれて、新天地

に もた らされた可能性 もある。 この可能性 を検討

するためにアラスカエ ンシスの分布 と比較 してみ

よう。沈 ・水野(1984)で 示 されてい るア ラスカ

エ ンシスの生息地域 は、 日本国内で は石狩 の融雪

プールだ けであ る。 この種小名 にアラスカ とい う

地名がついてい ることか らも、 日本 にまで分布 を

拡 げた原因 は、水鳥 による と思われ る。 キタホウ

ネンエ ビについて も同 じような経路 を辿 った と考

え られ るのではないか。

羅 キタホウネンエビの将来
キタホウネ ンエ ビの生息地であ る石狩海岸平野

は、北 は石狩川河 口に石狩 市市街、 中央部 は石狩

湾新港 と工業地域、放水路 、そして、市街地 になっ

てい る。南西部 は新川 ・手稲 ・銭函 の市街地 になっ

てい る。 このよ うに近年、生 息域が極端 に狭 めら

れている。現在 は、石狩砂丘 より内陸側か ら花畔

砂堤列地帯 に海岸線 に平行 に広が る幅1km程 度

の防風保安林内だ けが、主 な生息場所 となってい

る。

今 まで、筆者が報告 したキタホウネ ンエ ビが生

息 してい る融雪 プール の数 は6ヶ 所 で あ るが、

プール1を 含めた未報告 の ものを合わせ ると、合

計8ヶ 所 とな る。北海道大学大学院地球環境科学

研究 院の大学 院生濱崎 眞克 氏 に よる と11ヶ 所 あ

り(未 発表)、 その うち4ヶ 所が筆者 の もの と同一・

プールなので、少な くとも15ヶ 所 には生息 してい

るこ とにな る。五十嵐(2010)は 、11ヶ 所確認 し

てい るので、石狩海岸平野 には、少 な くとも数十

の融雪プール にキタホウネ ンエ ビが生息 している

ことになる。 しか し、 この程度 の生息 プール数で

あれば、種 の将来 を考 える時 には、絶滅 の危機 に

瀕 している と言 って も過 言で はないであろう。

石狩工業地域の造成 に伴 って放水路 を掘削 して

いた時 には、工事の影響 なのか、積雪量の減 少に

よる ものなのか は判然 とは しないが、調査地域 に

おける融雪 プールの水位 が低下 して、 キタホ ウネ

ンエ ビが成体 にな る前 に干上が るこ とが度 々起 き

ていた。 しか し、2010年 に、数多 くのキタホウネ

ンエ ビが遊泳 していたのを確認 して、少 し胸 を撫

で下 ろしたの も事実で ある。

遺伝子 や種 を守 るた めには、対 象生物 その もの

の保護 と生息環境 の保全が大切 になって くる。基

本 的には、流域全体 を一つの まとま りとして考 え

て保全対象 としなけれ ばな らない。一部 だけを保

護 しようとして も関連 す るもの全 てに考 えをめ ぐ
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らさなけれぼ、なかなか うま くいかない ものであ

る。 キタホ ウネ ンエ ビや アラスカエ ンシスのよ う

に、局所 的な分布 を示す生物 を救 うことが出来 る

か どうか は、難 しい問題で ある。少な くとも絶滅

までの時間 を延 ばす ことが出来 るか もしれないの

が、我々人 間であ る。地球の未来 を考 えることが

出来 る生物 としての人間が、様々な対応 を考 えて、

子孫へ、 自然 とい う名 の財産 を受 け渡 さな ければ

な らない義務 があ る。

以前、筆者 がキタホウネンエ ビを紹介す る時 に、
ぜにばこ

最初 にオス を札 幌市近郊 の銭函海岸のカ シワ林 で

発見 し、Kikuchi(1957)で 新種記載 した菊池艇史

氏 にお願い して、キタホウネンエ ビ とい う和名 を

つけて頂いた。 このキタホウネンエ ビ とい う和名

が広 く定着 した ことは、嬉 しい限 りであ る。そ し

て、 ホウネ ンエ ビのホウネ ンは、「豊年満作」の意

である。 ホウネ ンエ ビが多数 出現 した年 は、大豊

作 になる との言い伝 えがある。豊作 になる とい う

のは、夏の天候 が良 く、稲 の成長が良 く豊かにな

るとい うことで あろう。

さて、キタホウネ ンエ ビに とっての将来の春 は、

多数 出現で きるのであ ろうか。今後 とも、ず っと、

豊 かに定着 してい って欲 しい ものである。
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